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2018年度7月〜2月のクライシスマッピング ウェブ教材開発の研究実施内容について報告を

行う。 
 
1. 目的 

本研究の目的は、第一に高等学校における「地理総合」に最適な教材としてクライシス

マッピングをテーマに、現役の教員が利用可能で、誰でもアクセス可能なウェブ教材を作成

すること、第二に大学、短大、専門学校等で利用可能なクライシスマッピング全般の知識を

学ぶことのできるウェブ教材の開発研究を行うことであった。 
 
 
2. ウェブ教材の作成 
作成した教材コンテンツを公開するためのポータルサイト

(http://geo4teachers.aoyamavision.com/)の作成を行った。KPIとして設定していた公開目標

コンテンツ数30以上を達成した。2019年3月31日現在56コンテンツ(再生チャンネル内動画

含む)。

 
図1. http://geo4teachers.aoyamavision.com/ ウェブ教材サイト トップページ 
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図2. クライシスマッピングカテゴリページ(主に災害時の地図作成方法をレクチャー) 
http://geo4teachers.aoyamavision.com/#/2019/01/10/crisismapping 

 
 

図3. ドローンカテゴリページ(主にドローン操縦方法をレクチャー) 
http://geo4teachers.aoyamavision.com/#/2019/01/09/dronebird 
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図4. Google Earth カテゴリ(主にGoogle Earthの利用方法をレクチャー) 
http://geo4teachers.aoyamavision.com/#/2019/01/06/googleearth 

 

 
図5. OpenStreetMap カテゴリ(主にOSM全般の活用方法をレクチャー) 

http://geo4teachers.aoyamavision.com/#/2019/01/05/osm 
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図6. NeoGeographer カテゴリ(上記4カテゴリに含まれない技術を共有) 

http://geo4teachers.aoyamavision.com/#/2019/01/03/neogeo 
 

 
図7. Field Work カテゴリ(現地調査のノウハウを共有) 

http://geo4teachers.aoyamavision.com/#/2019/01/01/fieldwork 
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3. Geo4Teachersポータルアクセス状況分析 

 
図8. GitHubプラットフォームにおけるアクセスログ分析(2019年2月末) 

 
2月の段階では、まだ大々的に宣伝をしていなかったため、Unique Visitors 数も数人/日程度

であった。コンテンツの拡充作業と、3月17日にGoogle Japanオフィスにて地理教育関係者

にサイトの紹介を行った結果以下のように遷移した。 
 

 
図9. Google Analytics によるウェブサイトアクセスログ分析 その１ 

 



 
図10. Google Analytics によるウェブサイトアクセスログ分析 その２ 

 
2019年3月末現在では、月間ページビュー 70とアスセスが集中するような現象は起きてい

ない(図9)。3/17(日)の公開以降、アクセスの集中する曜日は週末前後の金曜日から月曜日で

あり、この理由として考えられることとしては、現役高校教員へのヒアリングから、学校に

よってはプロキシサーバによるアクセス制限によってYouTubeへのアクセスが学校内から行

えない環境も存在するとのこと(図10)である。この対策として、教材用コンテンツの素材動

画ファイルもmp4形式などでダウンロード可能にし、オフライン環境でも利用できるコンテ

ンツとして改良する必要性があると感じられた。また、閲覧デバイスはPC利用が55.6%、

モバイル端末(タブレットを除く)が44.4%と、ほぼ１：１の割合となっている(図10)。この

結果より、当面は両方のデバイスを意識したコンテンツ作成と、情報配信及びウェブサイト

デザインの修正を行っていく必要がある。 

 
図11. Google Analytics によるウェブサイトアクセスログ分析 その３ 



 
4. 成果概要 
● 教材レッスンプランをGoogle Earth Education ブートキャンプで作成されたテンプレー

トと互換性を持たせた。Sensei with Google Earth Japan コミュニティ

(https://sites.google.com/view/sge-japan/home)との相互連携を行った。 
https://docs.google.com/document/d/1lH1VtZjWBaBGvYeRjA33FTBnx_iWcwt_67WPQCPCEKE/edit 

 

 
図12. レッスンプランのサンプル（広尾学園の例） 
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● クライシスマッピング作成した映像教材やマニュアルは、Geo4Teachersポータル以外

にも、古橋研究室ブログに geo4teachers タグを埋め込み、情報を整理し拡散した。 
 
 
 

 
図13. 古橋研究室公式ブログ geo4teachers タグ 

https://medium.com/furuhashilab/tagged/geo4teachers 
 
● 国内外のクライシスマッピング対応 

2018年度に発生した国内外での自然災害等で、海外コミュニティと連携してクライシス

マッピングを実施した(合計21プロジェクト：国内プロジェクト20、海外プロジェクト

11)。 

 
図14. クライシスマッピングプロジェクト例( http://bit.ly/2Io1txp ) 
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日本国内では主に大阪地震(6月)、西日本豪雨災害(7-8月)、台風21号(9月)、北海道胆振

東部地震(9月)への対応を行い、特に倉敷市真備町では、7月〜8月の２ヶ月間、広島市で

は8月〜10月にかけて現地の要望に合わせたクライシスマッピング活動を継続的に行っ

た。この活動は、全国の青年土地家屋調査士会等の支援を得て現地調査を行った。 
 
海外での主なクライシスマッピング参画事例 
#5800 Missing Maps: buildings in Chad, Moissala  
#5703 Brumadinho Dam Failure, Brazil 
#5026 India Flood Response 2018 - North of Kochi, India 
#4559 2018 Ebola #18, North of Ruki, DRC 
#4525 2018 Ebola #8, Mbandaka (E Av. Revolution), DRC 
#4524 2018 Ebola #7, Mbandaka (S Av. Revolution), DRC 
#4523 Ebola #6 2018, Mbandaka (NO de Av. Revolution), RDC 
#4425 Missing Maps: Improving access to healthcare in Douentza, Mali 
#3848 Iran-Iraq Earthquake - Darbandikhan, Iraq 
#3845 Iran-Iraq Earthquake - Halabja, Iraq 
#3833 Iran-Iraq Earthquake - Sarpol Zahab 
 
 

● 国際会議での成果発表 
2018年度にクライシスマッピングに関連する国際会議での登壇を４回実施し、日本にお

けるクライシスマッピング活動の状況と課題を共有し、グローバル連携について議論し

た。FIG Young Surveyors Asian Pacific Meeting 2018(6月)、State of the Map 2018 
Milano(7月)、 State of the Map Asia 2018 Bangalore(11月)、  WeRobotics Global 
2019(3月)。 
 

 
図15. State of the Map Asia 2018 でのグローバル連携に関するセッション 



 
●  WeRobotics, NGO の日本窓口として Japan Flying Labs の登録を行い、青山学院大学

シンギュラリティ研究所がその窓口として機能する形で調整を行った。  
 

 
図16. Japan Flying Labs ウェブサイト（ https://flyinglabs.org/japan ) 

 
● 遠隔でのテレカンファレンス(ウェビナー)での講演 

WeRobotics によるテレカンファレンス(ウェビナー)にて西日本豪雨災害のクライシ

スマッピング状況報告を実施した。 
 

 
図17.  ウェビナー形式で講演コンテンツ

https://blog.werobotics.org/2018/09/28/building-disaster-resilience-in-japan-with-drones-and-
aerial-imagery/ 
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● 国境なき医師団(MSF)との合同 Missing Maps/Mapathon を開催。 
クライシスマッピングの成果を活用する主なエンドユーザーであるMSFと合同で、MSF
職員向けや、MSFスポンサー企業社員向けのマッピング作業レクチャーを２回実施し

た。 
 

 
図18. MSF、外資投資会社BlackRockと合同で実施したクライシスマッピングレク

チャー風景 
https://medium.com/furuhashilab/search?q=%E5%9B%BD%E5%A2%83%E3%81%AA%
E3%81%8D%E5%8C%BB%E5%B8%AB%E5%9B%A3 

 
● Google との連携 

Google Earth for Education, Google Earth Engine を軸に、Googleプロダクツを教育現

場で用いる国内外のコミュニティと相互に情報交換を行い、国内外のカンファレンスに

登壇した。とくに３月に実施した「SGE × 東京都地理教育研究会 GIS イベント」で

は、本プロジェクトで作成した多くの教材コンテンツを紹介し、そのヒアリングを実

施。映像のダウンロード機能追加など具体的なフィードバックを得ることができた。 
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図19. StreetView撮影機材前での Google India オフィスでの情報交換風景 

 
 
5. 今後の課題 
● 現役高校教員とのネットワークが構築されたことにより、作成した教材コンテンツのブ

ラッシュアップも含めたフィードバックの反映。 
● オフライン環境での利用を前提とした動画ファイルのダウンロード機能追加。 
 
 
6. 報道 
● 朝日新聞(2018年8月1日) https://www.asahi.com/articles/ASL813DBWL81PTFC004.html 
● 日経TRENDY(2018年9月9日号) 
● スタディサプリ大学の約束(2018年)  
 
 
# 別添資料： 
● 表1. クライシスマッピング活動2018年度関連活動リスト 
● 表2. 整備機材の使用状況リスト 

https://www.asahi.com/articles/ASL813DBWL81PTFC004.html

